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常等のイ中び左習得 じ7
t)た であろうここブ`3寝Mく の千輌 4未 ブ`3月駐に切ノf彙えたものこ 1

tう. 彼ρ■り身のま早1、 イだ勢令粕つ6夕耀:手

`え

61こ

・　
　
　
　
・ヽヽ
　
一　

・・　
　
・　
　
　
　
　
　
　
・　
　ヽ
　
一　
、ヽ

（
　

　

・



t4在 椰翻lu
は宣疎コ功 tl

疑鸞 11質
芸備塩田の副

:鱗難撃が言鮮巽膨liれノ軍]
≧撃IF  t籍

て7塩
1罫月:稽事ぶ日ばか力患り.

藩別 浜 名 軒数 開 発 年 代 藩別 浜 名 軒数 開 発 年 代

福

　

山

　

藩

柳津安永浜

″慶応浜

″相生浜

藤江 。金見

永

波

崎

松

山

浦

51

5

9

7

1

7

2

安 永 5～天明 3

明  治   2

明  治   2

元  禄  11

明 和 3～ 安永 3

文

偉

広

島

籍

生 口小浜

″ 新浜

佐木島扇浜

大崎古浜(1)

″ 古浜F21

″漸彬覆1}

″ m21

″nt31

忠 海 0)

竹 療 古浜

″ 新浜

仁

川   尻

小 松 原

三 戸 機

0

方

早

方

風

/j、

０

７

７

１

９

３

３

１

１

４

８

７

２

６

１

１

３

０

３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

寛文 10～天和3

元 禄 3～ 元縁 9

天  保   5

延  宝   4

元禄 13～jEC 3

文  政   7

天  保  10

正 機 年 目

慶 安・3～明臓 2

天  保   4

元縁 4～ 元禄9

天  保  10

文
゛ 化   5

幕     末

幕

文 :

一九政

幕

広

‥

．
劇

１

藩

宙 浜 古浜
i

″ 新浜

果 鷹 沖

小 腱 浜 :

天 女 浜

津 椰 田浜 =

吉 和 古浜 :

″ 新浜

三 軍 古浜

″ 新浜

浜腱

11

14

4

8

2

11

2

3

9

15

8

延  宝   5

元  禄   4
″  ‐

元

″       2

享  保  15

元  縁   5
″     10
″       9
″    16
″    13

天 保 年 間

松永塩田の反刷および生産高の変遍

砕 永町誌 138～ 139ページ

・  115550俵 (10ケ年平均生産高〕

轟 2町 8反 2畝 6歩

踊 14町 3屁 6飲 14歩網鵬bl寄メ沐籠 旧未

14341500月

ェに関拓のため増反 )    11884430月
(松永専究所営内総轄のため増反 ) 14350鴫

10000鴫
警量鋼ヒ 12456瑚  122052430編
再鋼樹凱   514暉1    871015F

コ
司
―
―
翻
ヨ
覇

ロ
Ｉ
Ｈ
ＩＩ
国

■
  1

|

||



註 藝井正夫氏「備後表0歴史」(広島県今と昔の産業 )所収            |

(3)綺たの(輿隆 こ丈ノb

l麟:醐塞i攀簾
.な と維作に適こなι)ユ■tに /■たさ

1経たi籍鰭尋等鵞争1箸質家1賞

七仁れてこ)う .蘊島彎べに(ふ―麦′

解軍餞紺瞥豊1鮮に
ぶ」1・t撃意幾受λ豊メ瞥普轟

第 3衰 松永塩田の炊塩爆 (明治 23年 ごろ )        _            
｀

正税・雑税額

金 米

発表並関類運上 1604両

綿 類 運 上 1551

多 桑 粉 運 上 92

浜  運  上 76.8

銘 酒 御 礼 銀 65
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島方 面少3t取 .ツ 寄 tた .ヽじ頼/~内 あ花 義鬼 質の銀
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f覧オ2に
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進 には17森 塩 顧 チ` 3芋え脅了濃 菫モ ん ず =)`.豊 麟この場
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|ヽ
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て・ク免の名 tと って′
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全ゴ専、感:4オ 磯 まで塁難なこム
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｀した。 金 麟各
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｀
増加す

=こ
埴訂赫が彙誌…島業_逓 1ま 協定護馨

生瑾 Z4J戸昇した。 通年 タト曇邊 の塩 ギえ λブぴ

る こ ヘニバ塩 鬱 iょ彙樋 島こな P嘆、;走 6年 には枝脅
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・ 臨ρ民薇贅料事亀調査1鶴告書
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撻

山7
ζ:脅

・払永の略[輩 t trtt iん書た告

司選出市溝 ―二上巌

韓
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抑:卜 本 1 ヽ

・ 填 二1募
"の
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殊
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―中国景田繭弘
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潤永松

上言このス爵だよソた,表′□′te=了 j甲 主tマ :〕ただ
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い
ず ψいPa卜 t2
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臼j鳳年間((12)

大手勝室(121-1_● 6)

着羅I_子 今葺
`こ
凛属 す.

史晨埼建主
ふ千年貯031■3リ

虚督、 夕 128_?′δ,

た ネ牛問(露4-降り孝ξittl=f鮒∬響
えi3年 0ふ→
九ネツ
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“

曖)

えネリ6年 中麟)

寛れ九年(1中 )
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タ 31月LO`ふり ´

えほ ,ス ′義(“ξ番為)
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`. 

殺 晴 習P¬β綴 i(

象登軍
FF繕

腱籠碁1訂 ,「

l名

青凛驚聾ξ
バ   ~'華:

辞Li工 揉ヽij妥 完へ
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